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（趣旨） 

第１条 大学院保健科学研究院中央研究室（以下「中央研究室」という。）の管理運

営及び利用については，本規定の定めるところによる。 

 

（目的） 

第２条 中央研究室は，大学院保健科学研究院（以下「研究院」という。）及び保健

科学院（以下「学院」という。）等の研究に必要な研究スペースを確保すると共に，

共通機器を集約または集中的に整備して研究効率及び利用率を高め，もって保健科

学研究の発展に寄与することを目的とする。 

 

（室長） 

第３条 中央研究室に，室長を置き，副研究院長をもって充てる。 

２ 室長は，中央研究室の管理運営等の業務を掌理する。 

 

（担当教員） 

第４条 中央研究室に，担当教員を置き，中央研究室に整備された高度先進機器等の

操作及び維持管理を行うと共に，室長の業務を補助するものとする。 

２ 中央研究室担当教員が所属する分野は，当分の間，研究院長の所属する分野とす

る。 

 

（利用者） 

第５条 中央研究室を利用できる者（以下「利用者」という。）は，研究院各分野の

専任教員，特任教員，客員研究員及び学院の学生とする。それ以外の者については，

指導教員の指導のもとに利用できるものとする。 

２ 利用者は，中央研究室の利用にあたり，利用申込書を室長に提出し許可を得るも

のとする。 

３ 利用者は，共通機器の使用に必要な試薬等を自己負担しなければならない。 

 

（過失責任） 

第６条 利用者の重大な過失により，中央研究室及び共通機器に損傷を与えた場合に

は，原則として利用者又はそれ以外の者にあっては指導教員がこれを完全補修する

ものとする。 

 

（雑則） 

第７条 この規定に定めるもののほか，中央研究室の管理運営及び利用に関し必要な

事項は，企画戦略室の議を経て，室長が別に定める。 

 

  附則 

 この規定は，平成２０年６月１９日から施行する。 


